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一般国道１８５号 安芸津バイパス１．位置図
ひがしひろしま くれ・一般国道１８５号は、広島県呉市から三原市へ至る延長約７２ｋｍの主要幹線道路である。

・安芸津バイパスは、東広島市安芸津町から竹原市吉名町に至る延長６．１ｋｍの道路である。
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一般国道１８５号 安芸津バイパス
２．事業概要及び経緯
（１）事業概要

計画概要

第３種第２級（設計速度60km/h）道 路 規 格

起 終 点
起点：東広島市安芸津町風早

終点：竹原市吉名町八代谷

計 画 延 長 L=6.1km

車 線 数 ２車線

たけはらし よしなちょう やしろだに

ひがしひろしまし あきつちょう かざはや

榊山交差点
（主要渋滞ポイント）

さかきやま

×

通行止め
（平成16年 台風18号）

×
通行止め

（平成22年 大雨）

標準断面図

・一般国道１８５号安芸津バイパスは、異常気象時の高潮や越波による路面冠水を回避することを目的とするとともに、ま
た、道路幅員が狭く、急カーブなど線形不良箇所が多数ある現道において、朝夕の渋滞などを解消し、安全性・利便性の
向上による地域経済の活性化・産業活動の効率化などを目的とした道路である。



一般国道１８５号 安芸津バイパス２．事業概要及び経緯
（２）事業の経緯

・平成１１年度に事業化し、（主）安芸津下三永線から（市）上条浜田線間の１．５ｋｍを、平成21年3月29日に部分開通し
ている。

・平成23年1月28日“安芸津みちづくり協議会”において構造見直し案（地元合意案）を作成。

平成21年3月29日部分開通平成20年度

事

業

経

緯

区間

年度
起点～安芸津下三永線 (主)安芸津下三永線～(市)上条浜田線 (市)上条浜田線～終点

平成10年度 都市計画決定（平成11年3月）

平成１１年度 事業化

平成13年度 用地着手

平成17年度 工事着手

平成21年度 中国地方整備局事業評価監視委員会にて再評価 （2車線へ見直すことにより事業継続）

あきつしもみながせん あきつしもみながせん かみじょうはまだせん かみじょうはまだせん

区間①

平成21年3月29日部分開通
L=1.5km (2車線）

区間② 区間③

L=2.0km L=2.6km



一般国道１８５号 安芸津バイパス

区間①

平成21年3月29日部分開通
L=1.5km (2車線）

区間② 区間③

L=2.0km L=2.6km

２．事業概要及び経緯
（３）進捗状況

・（主）安芸津下三永線から（市）上条浜田線間１．５kmを、平成21年3月29日に部分開通（2車線）。
・現在、残る区間の調査・設計を実施している。

撮影；平成21年6月5日

AM7:30頃

1

2

用地 ３２％

工事 ３０％

全体 ３１％

事業全体の進捗状況（平成２１年度末時点）

※総事業費に対する割合

【写真①】 安芸津バイパスから（主）安芸津下三永線を望む 【写真②】 （主）安芸津下三永線付近から鎌倉トンネルを望む



一般国道１８５号 安芸津バイパス３．地域から期待される道路の役割（効果）

課題②

平面曲線半径R=100m以下の線形不良区間
（※V=50km/hの場合)

縦断勾配i=5%以上の区間

国際標準コンテナ通行支障区間
（※フル積載時：重さ44ｔ、高さ4.1ｍ）

歩道有り区間
資料／中国地方整備局

榊
山
交
差
点

金
丸
交
差
点

×

×

国立呉医療センター

：事故多発エリア × ：通行止め× ：通行止め

山陽道において通行止め発生
平成15年1月29～30日

：交通麻痺

〈期待される道路の役割（効果）〉⇒隘路区間や線形不良区間の走行に伴う精神的疲労の軽減

国際標準コンテナ車通行支障区間が解消による物流の効率化

交通容量の確保による交通混雑の緩和、沿道環境の改善

・円滑なモビリティの確保

課題③ ・多発する交通事故

〈期待される道路の役割（効果）〉⇒交通事故件数の削減

課題④ ・地域医療の支援

〈期待される道路の役割（効果）〉⇒救急搬送時間の短縮や安静搬送による救命率の向上

課題① ・災害による通行止め

〈期待される道路の役割（効果）〉⇒通行止めによる迂回の解消

災害時の迂回ルートの確保による不安解消

×

竹原消防署

×
安芸津
消防署

異常気象時等

平常時



一般国道１８５号 安芸津バイパス異常時

・国道１８５号（現道）では、台風による高潮（路面冠水）被害や集中豪雨による路面陥没により、通行止めが発生。

越波や路面冠水による通行止越波や路面冠水による通行止

安芸津バイパス

台風16号（H16.8.30） ：路面冠水（約3時間の全面通行止）
台風18号（H16.9.7） ：越波（約2時間20分の片側交互通行）

路面冠水（約30分の全面通行止）

【平成16年9月7日 台風18号による被災状況】

【平成22年7月 大雨による被災状況】安芸津バイパス

大雨大雨による通行止による通行止及び片側交互通行及び片側交互通行

・全面通行止 平成22年7月14日～平成22年8月11日（28日間）
・片側交互通行 平成22年8月11日～平成22年9月17日（37日間）

※被災箇所：（主）安芸津下三永線

H22.7の通行止めの際、安芸津バイパス
は迂回路として活用された

地域住民からの声地域住民からの声

○安芸津バイパスが一部開通しているおかげで迂回路が確保でき、
バスも運行されて大変助かった。

○ＪＲ南側から県立安芸津病院までの道路が確保できて良かった。

資料：広島国道事務所調べ

県立安芸津病院県立安芸津病院

課題① 災害による通行止め
①－１．災害による通行止め

災害時の迂回ルートの確保による不安解消効果
・・・・【約３６億円】※

ＣＶＭ（仮想市場法）により算出（後述）

H22.7～9

H16.9

高潮浸水想定区域
（東広島市ハザードマップより）

※【 】試算値（供用後50年間の便益額として試算した値）



一般国道１８５号 安芸津バイパス異常時

・国道１８５号の通行止めに伴い、大幅な迂回を強いられるなど、物流や地域の生活に影響を与えている。

課題① 災害による通行止め
①－２．通行止めによる大幅な迂回

災害時の通行止時に迂回する交通の損失解消効果
････【０.０４億円】※

便益額（試算値）＝
（通行止め時の便益－通常時の便益）×年間通行止め日数×
評価期間（供用後50年間）

呉市
方面

路面冠水による通行止
（H16：約３ｈ）

国道185号通行止時の迂回路

竹原市
方面

安芸津バイパス

【国道１８５号が通行止の場合】

※【 】試算値（供用後50年間の便益額として試算した値）

通行止時の医療サービスが享受できなくなる不安解消効果
････【４１億円】※

CVM（仮想市場法）により算出（後述）



一般国道１８５号 安芸津バイパス

山陽自動車道（上下）広島ICー西条IC通行止め
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℃ ＜H15.12.29（水）～30（木）１時間ごとの気温変化＞
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・東広島市周辺では、積雪により、国土の東西軸である山陽道と国道2号の両路線がマヒする事態が発生。
・代替路線として期待される国道185号では、安芸津町内の急カーブ・幅員が狭い区間などの存在で大型車の通行が困難。

安芸津バイパス L=6.1km

約14時間の通行止

山陽自動車道（西条～広島東間）

約20kmの渋滞発生

積雪により麻痺する国道２号
（東広島市志和町周辺,H15.1.29)

安芸津町内には大型車通行困難箇所が存在

機能していた東西軸は積雪の少ない国道185号のみ

安浦

八本松

＜24時間大型車交通量＞

台
/
日

＜24時間大型車交通量＞

台
/
日

積雪の影響 国道185号へ転換

※平日平均：H15.1月の第2～4週の火・水・木の平均値（ただし、29.30日を除く）

※平日平均：H15.1月の第2～4週の火・水・木の平均値（ただし、29.30日を除く）＜時間別速度＞
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※資料トラフィックカウンタデータ

上下車線において
速度低下が発生

国際標準コンテナ国際標準コンテナ

車通行支障区間車通行支障区間

約2.5倍

瀬戸内側に比べ温度低下が著しい

東広島市

広島市

呉市

竹原市

-12℃

積雪により麻痺する国道２号山陽道

2003年1月29日
時 時

山陽道が通行止めの期間中の周辺交通状況

国道2号
八本松

国道185号
呉市安浦

山陽道や
国道2号から
国道185へ
交通が転換

【期待される道路の役割（効果）】
安芸津バイパスの整備により隘路区間を解消し、

山陽道及び国道2号の代替路線として機能強化が図られる。

しかししかし

異常時
課題① 災害による通行止

①－３．リダンダンシーの確保



一般国道１８５号 安芸津バイパス

・並行現道には道路幅員がせまく、平面線形や縦断勾配のきつい区間が存在するため、大型車の離合等、交通のネックに
なっている。

平面曲線半径R=100m以下の線形不良区間
（※V=50km/hの場合)

縦断勾配i=5%以上の区間

国際標準コンテナ通行支障区間
（※フル積載時：重さ44ｔ、高さ4.1ｍ）

歩道有り区間
資料／中国地方整備局

急勾配が連続（縦断勾配i=6.8%箇所）

【国道185号安芸津町の道路構造不良箇所】

至呉市

至三原市

至呉市

平面線形不良箇所（R=25m） 幅員狭小・歩道未整備区間

至呉市

平面線形不良箇所（R=30m）

至呉市

平常時
課題② 円滑なモビリティの確保

②－１．道路構造に課題のある区間の存在

※【 】試算値（（供用後50年間の便益額として試算した値）

線形不良箇所の走行に伴う精神的疲労の軽減効果 ････【約４９億円】※

CVM（仮想市場法）により算出（後述）

新設道路への交通転換による並行現道の歩行者･自転車通行の快適性向上効果 ････【約３８億円】※

CVM（仮想市場法）により算出（後述）



一般国道１８５号 安芸津バイパス

・国道185号は「国際物流基幹ネットワーク」※に指定されているにもかかわらず、国際標準コンテナ車通行支障区間である
「木谷トンネル」が存在しており、物流の効率化に支障をきたしている。

・呉港などの港湾から陸上輸送する際、通行支障区間を迂回することによるリードタイムやコストの増加が国際競争力強化
の観点から課題となっている。

※総合物流施策大綱（2005-2009）等を踏ま
え、中国地方における効率的な物流ネットワーク
を構築する観点から、既存の幹線道路網の中から
選択された、国際標準コンテナ車の通行を可能と
すべき約2千9百kmの幹線道路ネットワーク。

≪国際物流基幹ネットワーク(平成17年度末時点)≫

竹原市

呉港

呉港～竹原市［R185経由］
距 離：約44km
（R31･R2経由と比較して約23km短縮）
所要時間：約82分
（R31･R2経由と比較して約30分短縮）

呉港～竹原市［R31･R2経由］
距 離：約67km
所要時間：約112分

もしR185が全線
通行可能であれば･･･

資料／H17道路交通センサス、中国地方整備局資料

【期待される道路の役割（効果）】 バイパスが整備されることにより、国際標準コンテナ車通行支障区間が解消される。

安芸津バイパス L=6.1km

木谷トンネル
（空間高不足）

平常時
課題② 円滑なモビリティの確保

②－２．道路構造に課題のある区間の存在

木谷トンネル

至呉市



一般国道１８５号 安芸津バイパス

榊山交差点
（主要渋滞ポイント）

さかきやま

1

主要渋滞ポイント

【写真①】 安芸津町内の朝の渋滞状況
（部分開通前）

至至 竹原市竹原市

【部分開通前後の交通流動の変化】

【観測日】・部分開通前 H20.12.11
・部分開通後 H22.12. 8

※供用前の日交通量は、H22.12.8調査の昼夜率(1.22)を用いて算出

至；東広島

至

竹
原

至

呉

転換転換

残存残存

【現道R185】
前：約13,900台/日

後：約10,600台/日

【開通区間】
前：－
後：約2,500台/日

【右左折交通】
前：約3,900台/日
後：約1,700台/日

・H21年3月の部分開通により、東広島市街地と竹原方面間を移動する交通の一部（約2.5千台）がバイパスに転換し、榊
山交差点での渋滞が緩和。

・しかし、東西方向（呉方面－竹原方面の間）を移動する交通の転換が進まず、現道の交通量が約1万台であり混雑は残存。

・バイパス区間と並行する現道では、榊山交差点の両側に混雑度1.0を超える区間が残存。

至 呉市

安芸津バイパス

16,600
15,300

1.63
1.53
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さかきやま

※供用前の日交通量は、H22.12.8調査の昼夜率(1.21)を用いて算出

H20.12.11
部分開通前

【榊山交差点西側付近の混雑度・交通量変化】

H22.12.8
部分開通後

２
４
時
間
交
通
量
（
台
/
日
）

混
雑
度

2,500

10,600

13,900

1.61

1.24
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13,100

さかきやま

【榊山交差点東側付近の混雑度・断面交通量変化】

※供用前の日交通量は、H22.12.8調査の昼夜率(1.22)を用いて算出

H20.12.11
部分開通前

H22.12.8
部分開通後

２
４
時
間
交
通
量
（
台
/
日
）

混
雑
度

パイパスへ
転 換

日交通量

混雑度

平常時
課題② 円滑なモビリティの確保

②－３国道１８５号の交通容量の不足



一般国道１８５号 安芸津バイパス

至呉

・国道１８５号東広島市安芸津町では、金丸交差点や榊山交差点及び木谷トンネルの西側付近で交通事故が多発。
・幅員狭小、歩道未整備、急カーブなどの道路構造不良や渋滞による速度低下、沿道施設からの出入交通などの要因に
より、多様な事故が発生している。

資料／H17～H20事故統合データベース、MICHIデータ

【国道185号安芸津町の人対車両事故発生状況】

人対車両事故発生箇所（H17～H20）

歩道有り区間

通学路指定区間

歩行者通行量：133人/12h
自転車交通量：260台/12h

歩行者通行量：38人/12h
自転車交通量：101台/12h

至三原

至呉

2006/5/10（交差点）

2005/10/25（単路）

2005/11/9（単路）

2006/12/27（単路）

2006/12/14（単路）

2005/4/15（交差点）

2005/2/3（交差点）

2008/12/30（単路）
2007/12/22（単路）

90% 86%

71%

3% 3%

6%

7% 10%
23%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

国道185号全線 安芸津BP並行全区間 歩道未整備区間

車両相互 車両単独 人対車両

●死傷事故件数に占める人対車両事故の人対車両事故の
割合割合は、安芸津バイパス並行全区間で
約１割約１割であるのに対して、歩道未整備歩道未整備
区間では約２割区間では約２割となっており、歩道未
整備による影響が考えられる。

＜死傷事故件数に占める人対車両事故の割合＞

死傷事故件数の内訳【（ ）内は人対車両事故】

割合割合
増加増加

国道185号全線

全1631件
（うち116件）

全88件
（うち9件）

全31件
（うち7件）

安芸津BP並行全区間歩道未整備区間

【国道185号安芸津町の事故発生状況】

【期待される効果】 死傷事故件数の削減量

至三原

金丸交差点～木谷トンネル手前の間
で全国平均を越える区間が連続

【国道185号安芸津町の事故発生状況】

平成20年全国平均
（103件/億台キロ以上）

資料／H17～H20事故統合データベース

金
丸
交
差
点

榊
山
交
差
点

安
芸
津
駅
南
口
交
差
点

木谷トンネル

＜事故類型＞
（金丸交差点～木谷トンネル手前）

185
車両相互
（追突）
29件
46%

車両相互
（出会い頭）

6件
10%

車両相互
（正面衝突）

3件
5%

車両単独
1件
2%

人対車両
8件
13%

車両相互
（右左折時）

10件
16%

車両相互
（その他）

5件
8%

62件/4年

駐・停車中車両への追突
：21件(34%)

死傷事故率300件/億台キロ以上

死傷事故率100件/億台キロ以上

死傷事故率100件/億台キロ未満
資料／ITARDA H17－H20平均値

[交差点]

274.7件/億台キロ
[交差点]

400.7件/億台キロ

[単路部]

136.3件/億台キロ

[単路部]

161.4件/億台キロ

[単路部]

137.3件/億台キロ

1,964

1,976

1,955

1,960

1,965

1,970

1,975

1,980

整備無し 整備有り

死
傷
事
故

件
数

（
件
/
年
） 約12件/年の削減

（約0.6%削減）

※Ｈ４２交通量配分結果をもとに、安芸津バイパスの整備有無の
ケースの交通量を用いて算出

※死傷事故件数算定式：交通事故減少便益の原単位の算出方法
（H20年11月 国土交通省）

※死傷事故件数算出対象範囲は、費用便益分析対象範囲と同じ

平常時 課題③ 多発する交通事故



一般国道１８５号 安芸津バイパス

・安芸津消防署では、重症患者に対する出動件数が年間約55件発生しており、現道の道路構造不良区間や渋滞箇所が
存在するなど、救命活動の妨げとなっている。

※【 】試算値（供用後50年間の便益額として試算した値）

く
れ
い
り
ょ
う

呉
医
療
セ
ン
タ
ー

た
け
は
ら
し

竹
原
市
役
所

【国道185号】経由：

約約5757分分

現況現況

【国道185号＋安芸津ﾊﾞｲﾊﾟｽ】

経由：約約5656分分

整備後整備後 約約11分分短縮短縮

竹原市役所から竹原市役所から
呉医療センターへの所要時間呉医療センターへの所要時間

時間短縮効果時間短縮効果

※現況所要時間は規制速度を用いて算出。

※将来所要時間は安芸津バイパスⅤ=60km/ｈ（事業区間）

として算出。

▼カーラーの救命曲線

課題④ 地域医療の支援平常時

重症患者の
出動件数は
年間約55件

竹
原
市
吉
名

竹原市吉名町への
出動時間が約１分短縮

竹原市役所竹原市役所

至至 呉医療センター（呉駅の周辺に立地）呉医療センター（呉駅の周辺に立地）

安芸津消防署
東広島市安芸津町

救急搬送時間の短縮により救命率が向上する効果 ・・・・【約０．４億円】※

便益額（試算値）＝救命処置を行うまでの時間が短縮されることにより救命される人数×
死亡者損失額×評価期間（供用後50年間）



一般国道１８５号 安芸津バイパス

◆CVM（仮想市場法）による便益計測

４．事業効果
４－① CVMによる便益計測

仮想的市場評価法（CVM）適用の指針（平成21年7月）により負担金の支払意思額（WTP）を計測
⇒便益＝支払意思額（WTP）×集計世帯数×評価期間（供用後５０年間）

・災害時の迂回ルートの確保による不安解消効果
・通行止時の医療サービスが享受できなくなる不安解消効果
・線形不良箇所の走行に伴う精神的疲労の軽減効果
・新設道路への交通転換による並行現道の歩行者・自転車通行の快適性向上効果

（１）住民アンケートによる支払意思額の調査
○ 事業箇所の利用交通があり、事業の効果に対する意識が高いと考えられる地域を調査範囲として、インターネット調査（WEB調査）を実施。

【配布エリア（旧市区町村名で記載）】
竹原市、安芸津町、呉市、音戸町、倉橋町、下蒲刈町、蒲刈町、安浦町、川尻町、豊浜町、豊町、三原市、大和町、本郷町、久井町、東広島市、黒瀬町、
福富町、豊栄町、河内町

○ 配付・回収状況
配付数：６，０２８通
回答数：８７８通（回収率：１４．６％）

（２）便益算定範囲の設定
○ 便益算定範囲は、アンケート結果より、事業箇所周辺の認知度等を踏まえ、事業の効果に対する意識が高いと考えられる以下の地域とする。

【便益算定範囲（旧市区町村名で記載）】
竹原市、安芸津町、呉市、音戸町、倉橋町、安浦町、川尻町、三原市、大和町、本郷町、東広島市、黒瀬町、福富町、豊栄町、河内町

（３）支払意志額の推計
○ アンケートの有効回答をもとに、支払い意志額（WTP）を推計。

有効回答数６５７数（７４．９％）（便益算定エリア回答数：８７７通）

（４）年便益の算定
○ アンケートの有効回答の平均支払意思額を基に、年便益額を算定

（５）総便益の算定
○ 評価期間を供用後５０年間とし、

現在価値を算定。

▼効果項目別 ＷＴＰ、便益算定結果【安芸津バイパス】

効果項目 支払意思額(WTP) 便益算定世帯 年便益 総便益

（円/月/世帯） （世帯数） （億円/年） （億円）

災害時の迂回ルートの確保による不安解消効果 95 3 36

通行止時の医療サービスが享受できなくなる不安解消効果 107 3 41

線形不良箇所の走行に伴う精神的疲労の軽減効果 128 3 49

新設道路への交通転換による並行現道の歩行者・自転車通行の快適性
向上効果

99 3 38

合計 429 11 164

222,422



一般国道１８５号 安芸津バイパス

：３芯円トンネル断面

：５芯円トンネル断面

斜線部：掘削の削減部分

掘削削減部

掘削削減部掘削削減部

５．コストの縮減

■特殊工法の導入【単純プレビーム合成桁橋】 コスト縮減額：約1,000万円

鋼桁とコンクリートを合理的に合成した単純プレビーム合成桁橋を採用することで
①低い桁高の選定が可能。
②コンクリート構造では、小さな支点反力で下部工費の軽減。
③分割工法による輸送、架設の省力化。

■トンネル掘削量の削減

トンネル断面決定に当たり、５芯円で設計することでトンネル掘削量の削減を行った。

コスト縮減額：約1,600万円

引張PC鋼材

圧縮PC鋼棒

下フランジコンクリート 腹部コンクリート

スラブコンクリート

鋼桁



一般国道１８５号 安芸津バイパス６．整備効果

◆見直し後の総費用（現在価値）

１.２億円※・CO2排出量の削減

０.４億円※・救急搬送時間の短縮により救命率が向上する効果
・重症患者の救命率向上

安芸津消防署～吉名地区 約20分→約19分
・救急搬送時間の短縮や安静搬送

による救命率の向上

・沿道環境の改善 NOｘ排出量 5519 → 5500t/年
SPM排出量 472 → 470t/年
CO2排出量 1230 → 1227千ｔ-CO2/年

・急カーブ（Ｒ＜１５０ｍ） 3箇所 → 解消

・急勾配（Ｉ＞５％） 4箇所(0.9km) → 解消

３８億円※
・新設道路への交通転換による並行現道の歩行者・自転車

通行の快適性向上効果交通容量の確保による交通混雑
の緩和、沿道環境の改善

４９億円※・線形不良箇所の走行に伴う精神的疲労の軽減効果
・隘路区間や線形不良箇所の解消

による安全･安心の確保

◆効果のとりまとめ（現在価値）
①災害時の迂回解消を含めた走行時間の短縮等

１８４（ １１９）億円・走行時間短縮便益
・人、車両、貨物の移動における短縮時間

・総走行距離の短縮

・道路種別毎の利用交通量の変化

・移動時間の短縮

・移動時間の短縮等に伴う経費の
減少

・道路機能の向上による交通事故
の減少

２４（ １６）億円・走行経費減少便益

７（ ５）億円・交通事故減少便益

・災害による通行止の解消 0.014日/年 → 解消

定量化を試みた効果

０．０４（０．００２）億円・災害時の通行止時に迂回する交通の損失解消効果通行止めによる迂回の解消

貨幣換算を試みた効果期待される道路の役割

②地域住民の不安感の解消

３６億円※・災害時の迂回ルートの確保による不安解消効果

４１億円※・通行止時の医療サービスが享受できなくなる不安解消効果
・災害による通行止の解消 0.014日/年 → 解消

・災害時の迂回ルートの確保によ

る不安解消

③その他

計

維持管理費

事業費

項目

１４億円１８億円総費用

全体事業費 残事業費

１５８億円 ９４億円

１７７億円 １０８億円

（ ）書きは、残事業の便益額
※試算値（供用後50年間の便益額として試算した値）



一般国道１８５号 安芸津バイパス７．今後の対応方針（原案）
１．再評価の視点
①事業の必要性の視点
1）事業を巡る社会情勢等の変化

◇道路幅員が狭く、急カーブなど線形不良箇所が多数あり、日常生活等に支障をきたしている。
◇異常気象時に高潮や越波により路面冠水が生じる区間でもあり、防災上の機能が求められている。

2）事業の投資効果

◇異常気象時等
○災害による通行止

・通行止、迂回の解消
◇平常時

○円滑なモビリティの確保
・隘路区間や道路構造不良区間の解消による安全･安心の確保
・国際標準コンテナ車通行支障区間の解消による物流の効率化
・交通容量の確保による交通混雑の緩和、沿道環境の改善

○多発する交通事故
・交通事故件数の削減

○地域医療の支援
・救急搬送時間の短縮や安静搬送による救命率の向上

3）事業の進捗状況

◇平成21年度末で、用地買収は３２％が完了しており、現在までに1.5ｋｍを供用している。

②事業の進捗見込み

◇今後も段階的に整備し、早期完成を目指して事業を推進する。

③コスト縮減や代替案立案の可能性

◇特殊工法の採用やトンネル掘削量の削減により、コスト縮減を図っている。

【今後の対応方針（原案）】

・上記①、②の各視点により、防災面の効果が特に高いことから、今後とも事業継続が妥当。
・今後の事業の実施にあたっては、コスト縮減に努力しつつ、効率的な事業実施に努める。

２．県への意見照会結果
広島県知事の意見：
一般国道185号安芸津バイパスについて、対応方針（原案）案については異存ありません。
安芸津バイパスは、現道において，異常気象時に越波や路面冠水による通行止めが発生している区間があり、防災上の観点から重要な道路であると考

えております。
現在、一部区間が供用されているものの交通転換が進まず、バイパスとしての機能が十分に発揮されていない状況となっております。
つきましては、今後とも引き続きコスト縮減に努めながら、計画的に整備を進めていただきたい。



一般国道１８５号 安芸津バイパス

〔費用・便益算定等資料〕



様式－２

費用と便益の内容

※便益は、災害時の迂回解消を含めた走行時間の短縮　等

路線名 事業名 延長 事業種別
現拡・ＢＰ・そ

の他の別

国道185号 安芸津バイパス L=6.1㎞ 二次改築 ＢＰ

計画交通量
(台/日)

車線数 事業主体

7,900～9,300 2 中国地方整備局

① 費　用

事　業　費 維持管理費 合　　計

基 準 年 平成22年度

単純合計 179億円 61億円 240億円 

うち残事業分 124億円 46億円 170億円 

基準年における
現在価値 (Ｃ)

158億円 18億円 177億円 

うち残事業分 94億円 14億円 108億円 

② 便　益

走行時間
短縮便益

走行経費
減少便益

交通事故
減少便益

合　　計

基 準 年 平成22年度

供 用 年 平成32年度

単年便益
（初年便益）

13億円 2億円 0.5億円 15億円 

基準年における
現在価値 (Ｂ)

184億円 24億円 7億円 215億円 

うち残事業分 119億円 16億円 5億円 140億円 



交通状況の変化

事業名：安芸津バイパス(事業全体)

（推計時点   Ｈ４２年）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

：10.5km 走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

：9.5km 走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

：6.7km 走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

[億円/年]走行時間費用
：1018.7km

119.61

13,700

12.80

走行時間短縮便益
(A - B)

2,237.532,239.50

10

11,900

10

26.13

110.35

－

15

34,900

－

8,300

20

22.62

8,400

9.86

7

20.91

20

6,300

合計：1051.5km

③その他道路合計

様式－３①

28.83

36,800

16

整備あり(B)整備なし(A)

－

2,414.03 2,401.23

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

国道432号②主な周
辺道路

国道185号

国道2号

①新設・改築道路

：6.1km



（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）



交通状況の変化

事業名：安芸津バイパス（残事業）

（推計時点   Ｈ４２年）

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

：10.5km 走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

：9.5km 走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

：6.7km 走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

交通量 [台/日]

走行時間 [分]

走行時間費用 [億円/年]

走行時間短縮便益 [億円/年]

[億円/年]走行時間費用
：1018.7km

112.56

12,400

8.30

走行時間短縮便益
(A - B)

2,237.492,241.88

10

11,900

10

23.43

110.35

2

15

34,900

1.51

8,800

20

22.62

8,400

9.86

7

20.91

20

6,300

合計：1051.5km

③その他道路合計

様式－３①

30.15

35,400

16

整備あり(B)整備なし(A)

5,200

2,409.53 2,401.23

走行時間費用
整備なし(A)

走行時間費用
整備あり(B)

国道432号②主な周
辺道路

国道185号

国道2号

①新設・改築道路

：6.1km



（２） 図面（①、②に該当する道路を明示すること）



様式－３②

算出の条件

事業名： 安芸津バイパス

（２）
項目 チェック欄

費用便益分析マニュアル

（平成２０年１１月　国土交通省　道路局　都市・地域整備局）

その他 □

分析対象期間 50年間

社会的割引率 4%

基準年次 平成22年度

１時点のみ推計 ■（H42年）
複数時点での推計 □

整備の有無それぞれで交通流を推計 ■

整備の有無のいずれかのみ推計 □ 有　　□ 無
いずれかのみの推計とした理由を記載

道路交通センサスをベースとした自動車ＯＤ表

（三段階推定法）

パーソントリップ調査をベースとした自動車ＯＤ表

（四段階推定法）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

交 　　　無 ■

通 　　　有 □

流 考慮した開発交通量（トリップ数） （　　）台ﾄﾘｯﾌﾟ/日

推 考慮した理由を記載

計

Ｑ－Ｖ式を用いた配分 □

転換率式を用いた配分 □

Ｑ－Ｖ式と転換率式の併用による配分 ■

均衡配分（リンクパフォーマンス関数を用いた配分） □

簡易手法 □

小規模事業である □

山間部海岸部で併行道路が少ない □

その他（　　　　　　　　　　　　 　　　　　）
簡易手法の考え方（将来交通量の設定方法等）

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

各回の配分終了時の速度を交通量でウェイト付け

して設定
採用理由を記載

最終配分の速度 □
採用理由を記載

その他（最終配分交通量とＱＶ式との関係から平均速度を設定） ■

配分交通量の
推計手法

開発交通量の
考慮

□

速度設定の
考え方

■

■
（H17センサス）

□

簡易手法の
採択理由

有の場合のみ

いずれかのみ
の推計の場合

交通流の
推計時点

算出マニュアル

分析の基本的事項

推計に用いた
ＯＤ表

推計の状況



事業名： 安芸津バイパス

（３）
項目 チェック欄

考慮しない ■

考慮する □

面的に考慮 □

対象路線のみ考慮 □

採用した休日係数 （　　　）％
休日係数を考慮した理由および採用した休日係数の考え方を記載

考慮しない □

考慮する ■

採用した通行止め日数 （0.014）日

過去10年間の通行止め日数より算出

とり止め交通を考慮する □
とり止め交通を考慮しない場合はその理由、考慮した場合はその考え方を記載

過去の実績値がないため

考慮しない ■

考慮する □

採用した冬期日数 （　　　）日
採用した冬期日数の考え方を記載

冬期の走行速度と交通容量の関係
設定の考え方を記載

■

□

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

費用便益分析マニュアルの値を使用 ■

独自に設定した値を使用 □

中央分離帯の有無を考慮 □

中央分離帯の有無を考慮しない ■

考慮しない ■

考慮する □

その他

便
益
の
算
定

災害等による
通行止めの

影響 考慮する
場合のみ

冬期交通の
影響 考慮する

場合のみ

ブロック別・車種別走行台キロの伸び率による設定

その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　 　　）

走行時間短縮・走
行経費減少・交通
事故減少以外の便

益

採用した通行止め日数の考え方を記載

考慮する
場合のみ

休日交通の
影響

交通流推計の
時点以外の
便益の算定

車種別時間
価値原単位

車種別走行
経費原単位

交通事故減少
便益算定



事業名： 安芸津バイパス

（４）
項目 チェック欄

詳細事業計画による値を採用 ■

標準投資パターンを採用 □

費 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） □

用 維持管理費の設定根拠を記載

の 実績値に基づき維持管理費を算出

算 積雪地域または寒冷地域である □

定 その他

４．その他

雪寒費

維持管理費

事業費



様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：安芸津バイパス（事業全体） 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.21 6.1 1.28
割戻率 GDP 事業費（億円） 維持修繕費（億円）

年次  年度 デフレータ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
-22年目 H 10 1.6010 102.8 0.19 0.27
-21年目 H 11 1.5395 101.3 0.48 0.67
-20年目 H 12 1.4802 99.7 0.19 0.26
-19年目 H 13 1.4233 98.4 3.06 4.04
-18年目 H 14 1.3686 96.6 7.12 9.21
-17年目 H 15 1.3159 95.4 6.27 7.90
-16年目 H 16 1.2653 94.4 0.65 0.80
-15年目 H 17 1.2167 93.2 4.24 5.05
-14年目 H 18 1.1699 92.5 10.63 12.27
-13年目 H 19 1.1249 91.7 12.79 14.32
-12年目 H 20 1.0816 91.3 8.70 9.41
-11年目 H 21 1.0400 91.3 0.90 0.94
-10年目 H 22 1.0000 91.3 0.19 0.19
-9年目 H 23 0.9615 91.3 0.95 0.91
-8年目 H 24 0.9246 91.3 0.19 0.18
-7年目 H 25 0.8890 91.3 5.25 4.67
-6年目 H 26 0.8548 91.3 8.15 6.97
-5年目 H 27 0.8219 91.3 12.79 10.51
-4年目 H 28 0.7903 91.3 20.43 16.15
-3年目 H 29 0.7599 91.3 35.16 26.72
-2年目 H 30 0.7307 91.3 26.19 19.14
-1年目 H 31 0.7026 91.3 14.44 10.15

供用開始年次 H 32 0.6756 91.3 1.22 0.82
1年目 H 33 0.6496 91.3 1.22 0.79
2年目 H 34 0.6246 91.3 1.22 0.76
3年目 H 35 0.6006 91.3 1.22 0.73
4年目 H 36 0.5775 91.3 1.22 0.70
5年目 H 37 0.5553 91.3 1.22 0.68
6年目 H 38 0.5339 91.3 1.22 0.65
7年目 H 39 0.5134 91.3 1.22 0.63
8年目 H 40 0.4936 91.3 1.22 0.60
9年目 H 41 0.4746 91.3 1.22 0.58
10年目 H 42 0.4564 91.3 1.22 0.56
11年目 H 43 0.4388 91.3 1.22 0.54
12年目 H 44 0.4220 91.3 1.22 0.51
13年目 H 45 0.4057 91.3 1.22 0.49
14年目 H 46 0.3901 91.3 1.22 0.48
15年目 H 47 0.3751 91.3 1.22 0.46
16年目 H 48 0.3607 91.3 1.22 0.44
17年目 H 49 0.3468 91.3 1.22 0.42
18年目 H 50 0.3335 91.3 1.22 0.41
19年目 H 51 0.3207 91.3 1.22 0.39
20年目 H 52 0.3083 91.3 1.22 0.38
21年目 H 53 0.2965 91.3 1.22 0.36
22年目 H 54 0.2851 91.3 1.22 0.35
23年目 H 55 0.2741 91.3 1.22 0.33
24年目 H 56 0.2636 91.3 1.22 0.32
25年目 H 57 0.2534 91.3 1.22 0.31
26年目 H 58 0.2437 91.3 1.22 0.30
27年目 H 59 0.2343 91.3 1.22 0.29
28年目 H 60 0.2253 91.3 1.22 0.27
29年目 H 61 0.2166 91.3 1.22 0.26
30年目 H 62 0.2083 91.3 1.22 0.25
31年目 H 63 0.2003 91.3 1.22 0.24
32年目 H 64 0.1926 91.3 1.22 0.23
33年目 H 65 0.1852 91.3 1.22 0.23
34年目 H 66 0.1780 91.3 1.22 0.22
35年目 H 67 0.1712 91.3 1.22 0.21
36年目 H 68 0.1646 91.3 1.22 0.20
37年目 H 69 0.1583 91.3 1.22 0.19
38年目 H 70 0.1522 91.3 1.22 0.19
39年目 H 71 0.1463 91.3 1.22 0.18
40年目 H 72 0.1407 91.3 1.22 0.17
41年目 H 73 0.1353 91.3 1.22 0.17
42年目 H 74 0.1301 91.3 1.22 0.16
43年目 H 75 0.1251 91.3 1.22 0.15
44年目 H 76 0.1203 91.3 1.22 0.15
45年目 H 77 0.1157 91.3 1.22 0.14
46年目 H 78 0.1112 91.3 1.22 0.14
47年目 H 79 0.1069 91.3 1.22 0.13
48年目 H 80 0.1028 91.3 1.22 0.13
49年目 H 81 0.0989 91.3 -25.97 -2.57 1.22 0.12
  合　計 152.99 158.14 61.00 18.41

単純事業費計 178.96 61.00

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。



様式－４

費用の現在価値算定表
維持管理費の単純単価の算出(消費税相当額含む)

箇所名：安芸津バイパス（残事業） 単価(億円) 延長(㎞) 単純価値(億円)

0.21 4.6 0.97
割戻率 GDP 事業費（億円） 維持修繕費（億円）

年次  年度 デフレータ 単純価値 現在価値 単純価値 現在価値
-9年目 H 23 0.9615 91.3 0.95 0.91
-8年目 H 24 0.9246 91.3 0.19 0.18
-7年目 H 25 0.8890 91.3 5.25 4.67
-6年目 H 26 0.8548 91.3 8.15 6.97
-5年目 H 27 0.8219 91.3 12.79 10.51
-4年目 H 28 0.7903 91.3 20.43 16.15
-3年目 H 29 0.7599 91.3 35.16 26.72
-2年目 H 30 0.7307 91.3 26.19 19.14
-1年目 H 31 0.7026 91.3 14.44 10.15

供用開始年次 H 32 0.6756 91.3 0.92 0.62
1年目 H 33 0.6496 91.3 0.92 0.60
2年目 H 34 0.6246 91.3 0.92 0.57
3年目 H 35 0.6006 91.3 0.92 0.55
4年目 H 36 0.5775 91.3 0.92 0.53
5年目 H 37 0.5553 91.3 0.92 0.51
6年目 H 38 0.5339 91.3 0.92 0.49
7年目 H 39 0.5134 91.3 0.92 0.47
8年目 H 40 0.4936 91.3 0.92 0.45
9年目 H 41 0.4746 91.3 0.92 0.44
10年目 H 42 0.4564 91.3 0.92 0.42
11年目 H 43 0.4388 91.3 0.92 0.40
12年目 H 44 0.4220 91.3 0.92 0.39
13年目 H 45 0.4057 91.3 0.92 0.37
14年目 H 46 0.3901 91.3 0.92 0.36
15年目 H 47 0.3751 91.3 0.92 0.35
16年目 H 48 0.3607 91.3 0.92 0.33
17年目 H 49 0.3468 91.3 0.92 0.32
18年目 H 50 0.3335 91.3 0.92 0.31
19年目 H 51 0.3207 91.3 0.92 0.29
20年目 H 52 0.3083 91.3 0.92 0.28
21年目 H 53 0.2965 91.3 0.92 0.27
22年目 H 54 0.2851 91.3 0.92 0.26
23年目 H 55 0.2741 91.3 0.92 0.25
24年目 H 56 0.2636 91.3 0.92 0.24
25年目 H 57 0.2534 91.3 0.92 0.23
26年目 H 58 0.2437 91.3 0.92 0.22
27年目 H 59 0.2343 91.3 0.92 0.22
28年目 H 60 0.2253 91.3 0.92 0.21
29年目 H 61 0.2166 91.3 0.92 0.20
30年目 H 62 0.2083 91.3 0.92 0.19
31年目 H 63 0.2003 91.3 0.92 0.18
32年目 H 64 0.1926 91.3 0.92 0.18
33年目 H 65 0.1852 91.3 0.92 0.17
34年目 H 66 0.1780 91.3 0.92 0.16
35年目 H 67 0.1712 91.3 0.92 0.16
36年目 H 68 0.1646 91.3 0.92 0.15
37年目 H 69 0.1583 91.3 0.92 0.15
38年目 H 70 0.1522 91.3 0.92 0.14
39年目 H 71 0.1463 91.3 0.92 0.13
40年目 H 72 0.1407 91.3 0.92 0.13
41年目 H 73 0.1353 91.3 0.92 0.12
42年目 H 74 0.1301 91.3 0.92 0.12
43年目 H 75 0.1251 91.3 0.92 0.12
44年目 H 76 0.1203 91.3 0.92 0.11
45年目 H 77 0.1157 91.3 0.92 0.11
46年目 H 78 0.1112 91.3 0.92 0.10
47年目 H 79 0.1069 91.3 0.92 0.10
48年目 H 80 0.1028 91.3 0.92 0.09
49年目 H 81 0.0989 91.3 -15.76 -1.56 0.92 0.09
  合　計 107.79 93.82 46.00 13.89

単純事業費計 123.55 46.00

注１）事業費の投資パターンは、費用便益分析の計算条件として設定した標準的な投資パターンであり、
　　　必ずしも全体の予算制約等を踏まえたものではない。
　　　このため、毎年度の予算の状況や、用地・工事の進捗により、実際の事業展開とは異なることがある。
　　　（投資パターンの変化による費用便益分析結果への影響等については、再評価及び事後評価として
　　　評価を実施。）
注２）評価対象期間最終年において、用地残存価値（割引後の用地費）を控除している。



様式－５

便益の現在価値算定表 箇所名：安芸津バイパス（事業全体）

GDP 合　　　計
総走行台ｷﾛの年次別伸び率 割戻率 ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 走行時間短縮便益(億円) 走行経費減少便益(億円)  事故減少便益(億円) (億円)

(山陽ﾌﾞﾛｯｸ) 現在価値 現在価値 現在価値 便益合計 現在価値
年次 乗用車類 小型貨物 普通貨物 全  車 (A) 91.3 乗用車類 小型貨物 普通貨物 ①　計 ①×(A) 乗用車類 小型貨物 普通貨物 ②　計 (A)×② ③ ③×(A) (①～③) 割引率4%

供用開始年次 H 32 0.99617 0.99466 1.01224 0.99867 0.6756 91.3 6.80 2.31 3.47 12.58 8.50 0.78 0.24 0.62 1.63 1.10 0.47 0.32 14.68 9.92
1年目 H 33 0.99714 0.99416 1.01580 0.99988 0.6496 91.3 6.78 2.30 3.52 12.60 8.19 0.78 0.23 0.63 1.64 1.06 0.47 0.30 14.71 9.55

2年目 H 34 0.99713 0.99413 1.01556 0.99988 0.6246 91.3 6.76 2.29 3.58 12.62 7.88 0.78 0.23 0.64 1.65 1.03 0.47 0.29 14.74 9.20

3年目 H 35 0.99713 0.99409 1.01532 0.99988 0.6006 91.3 6.74 2.27 3.63 12.64 7.59 0.78 0.23 0.65 1.65 0.99 0.47 0.28 14.77 8.87

4年目 H 36 0.99712 0.99406 1.01509 0.99988 0.5775 91.3 6.72 2.26 3.68 12.67 7.31 0.77 0.23 0.65 1.66 0.96 0.47 0.27 14.79 8.54

5年目 H 37 0.99711 0.99402 1.01486 0.99988 0.5553 91.3 6.70 2.25 3.74 12.69 7.05 0.77 0.23 0.66 1.66 0.92 0.47 0.26 14.82 8.23

6年目 H 38 0.99710 0.99398 1.01465 0.99988 0.5339 91.3 6.68 2.23 3.79 12.71 6.79 0.77 0.23 0.67 1.67 0.89 0.47 0.25 14.85 7.93

7年目 H 39 0.99709 0.99395 1.01444 0.99988 0.5134 91.3 6.66 2.22 3.85 12.73 6.54 0.77 0.23 0.68 1.68 0.86 0.47 0.24 14.88 7.64

8年目 H 40 0.99708 0.99391 1.01423 0.99988 0.4936 91.3 6.64 2.21 3.90 12.75 6.30 0.76 0.22 0.69 1.68 0.83 0.47 0.23 14.90 7.36

9年目 H 41 0.99708 0.99387 1.01403 0.99988 0.4746 91.3 6.62 2.19 3.96 12.78 6.06 0.76 0.22 0.70 1.69 0.80 0.47 0.22 14.93 7.09

10年目 H 42 0.99707 0.99384 1.01384 0.99988 0.4564 91.3 6.61 2.18 4.01 12.80 5.84 0.76 0.22 0.71 1.69 0.77 0.47 0.21 14.96 6.83

11年目 H 43 0.99232 0.99307 1.00117 0.99423 0.4388 91.3 6.55 2.16 4.02 12.74 5.59 0.75 0.22 0.71 1.69 0.74 0.47 0.20 14.89 6.53

12年目 H 44 0.99226 0.99302 1.00116 0.99419 0.4220 91.3 6.50 2.15 4.02 12.67 5.35 0.75 0.22 0.71 1.68 0.71 0.46 0.20 14.82 6.25

13年目 H 45 0.99220 0.99298 1.00116 0.99416 0.4057 91.3 6.45 2.13 4.03 12.61 5.12 0.74 0.22 0.72 1.67 0.68 0.46 0.19 14.75 5.98

14年目 H 46 0.99214 0.99293 1.00116 0.99413 0.3901 91.3 6.40 2.12 4.03 12.55 4.90 0.74 0.22 0.72 1.67 0.65 0.46 0.18 14.68 5.73

15年目 H 47 0.99207 0.99288 1.00116 0.99409 0.3751 91.3 6.35 2.10 4.04 12.49 4.69 0.73 0.21 0.72 1.66 0.62 0.46 0.17 14.61 5.48

16年目 H 48 0.99201 0.99282 1.00116 0.99406 0.3607 91.3 6.30 2.09 4.04 12.43 4.48 0.72 0.21 0.72 1.66 0.60 0.45 0.16 14.54 5.24

17年目 H 49 0.99195 0.99277 1.00116 0.99402 0.3468 91.3 6.25 2.07 4.05 12.37 4.29 0.72 0.21 0.72 1.65 0.57 0.45 0.16 14.47 5.02

18年目 H 50 0.99188 0.99272 1.00116 0.99398 0.3335 91.3 6.20 2.06 4.05 12.31 4.10 0.71 0.21 0.72 1.64 0.55 0.45 0.15 14.40 4.80

19年目 H 51 0.99181 0.99267 1.00115 0.99395 0.3207 91.3 6.15 2.04 4.06 12.25 3.93 0.71 0.21 0.72 1.64 0.52 0.44 0.14 14.33 4.59

20年目 H 52 0.99175 0.99261 1.00115 0.99391 0.3083 91.3 6.10 2.03 4.06 12.19 3.76 0.70 0.21 0.72 1.63 0.50 0.44 0.14 14.26 4.40

21年目 H 53 0.99168 0.99256 1.00115 0.99387 0.2965 91.3 6.05 2.01 4.06 12.12 3.59 0.70 0.20 0.72 1.62 0.48 0.44 0.13 14.19 4.21

22年目 H 54 0.99161 0.99250 1.00115 0.99384 0.2851 91.3 6.00 2.00 4.07 12.06 3.44 0.69 0.20 0.72 1.62 0.46 0.44 0.12 14.12 4.02

23年目 H 55 0.99154 0.99245 1.00115 0.99380 0.2741 91.3 5.95 1.98 4.07 12.00 3.29 0.68 0.20 0.72 1.61 0.44 0.43 0.12 14.05 3.85

24年目 H 56 0.99146 0.99239 1.00115 0.99376 0.2636 91.3 5.90 1.97 4.08 11.94 3.15 0.68 0.20 0.72 1.60 0.42 0.43 0.11 13.97 3.68

25年目 H 57 0.99139 0.99233 1.00115 0.99372 0.2534 91.3 5.84 1.95 4.08 11.88 3.01 0.67 0.20 0.73 1.60 0.40 0.43 0.11 13.90 3.52

26年目 H 58 0.99132 0.99227 1.00115 0.99368 0.2437 91.3 5.79 1.94 4.09 11.82 2.88 0.67 0.20 0.73 1.59 0.39 0.43 0.10 13.83 3.37

27年目 H 59 0.99124 0.99221 1.00114 0.99364 0.2343 91.3 5.74 1.92 4.09 11.76 2.75 0.66 0.20 0.73 1.58 0.37 0.42 0.10 13.76 3.22

28年目 H 60 0.99116 0.99215 1.00114 0.99360 0.2253 91.3 5.69 1.91 4.10 11.70 2.64 0.65 0.19 0.73 1.58 0.36 0.42 0.09 13.69 3.08

29年目 H 61 0.99108 0.99209 1.00114 0.99356 0.2166 91.3 5.64 1.89 4.10 11.64 2.52 0.65 0.19 0.73 1.57 0.34 0.42 0.09 13.62 2.95

30年目 H 62 0.99100 0.99202 1.00114 0.99352 0.2083 91.3 5.59 1.88 4.11 11.57 2.41 0.64 0.19 0.73 1.56 0.33 0.41 0.09 13.55 2.82

31年目 H 63 0.99092 0.99196 1.00114 0.99348 0.2003 91.3 5.54 1.86 4.11 11.51 2.31 0.64 0.19 0.73 1.56 0.31 0.41 0.08 13.48 2.70

32年目 H 64 0.99084 0.99190 1.00114 0.99343 0.1926 91.3 5.49 1.85 4.12 11.45 2.21 0.63 0.19 0.73 1.55 0.30 0.41 0.08 13.41 2.58

33年目 H 65 0.99075 0.99183 1.00114 0.99339 0.1852 91.3 5.44 1.83 4.12 11.39 2.11 0.63 0.19 0.73 1.54 0.29 0.41 0.08 13.34 2.47

34年目 H 66 0.99067 0.99176 1.00113 0.99334 0.1780 91.3 5.39 1.82 4.13 11.33 2.02 0.62 0.18 0.73 1.54 0.27 0.40 0.07 13.27 2.36

35年目 H 67 0.99058 0.99169 1.00113 0.99330 0.1712 91.3 5.34 1.80 4.13 11.27 1.93 0.61 0.18 0.73 1.53 0.26 0.40 0.07 13.20 2.26

36年目 H 68 0.99049 0.99162 1.00113 0.99325 0.1646 91.3 5.29 1.79 4.14 11.21 1.84 0.61 0.18 0.73 1.52 0.25 0.40 0.07 13.13 2.16

37年目 H 69 0.99040 0.99155 1.00113 0.99321 0.1583 91.3 5.24 1.77 4.14 11.15 1.76 0.60 0.18 0.74 1.52 0.24 0.40 0.06 13.06 2.07

38年目 H 70 0.99031 0.99148 1.00113 0.99316 0.1522 91.3 5.18 1.76 4.14 11.08 1.69 0.60 0.18 0.74 1.51 0.23 0.39 0.06 12.99 1.98

39年目 H 71 0.99021 0.99141 1.00113 0.99312 0.1463 91.3 5.13 1.74 4.15 11.02 1.61 0.59 0.18 0.74 1.50 0.22 0.39 0.06 12.92 1.89

40年目 H 72 0.99011 0.99133 1.00113 0.99307 0.1407 91.3 5.08 1.73 4.15 10.96 1.54 0.58 0.18 0.74 1.50 0.21 0.39 0.05 12.85 1.81

41年目 H 73 0.99002 0.99126 1.00113 0.99302 0.1353 91.3 5.03 1.71 4.16 10.90 1.47 0.58 0.17 0.74 1.49 0.20 0.38 0.05 12.78 1.73

42年目 H 74 0.98991 0.99118 1.00112 0.99297 0.1301 91.3 4.98 1.70 4.16 10.84 1.41 0.57 0.17 0.74 1.49 0.19 0.38 0.05 12.71 1.65

43年目 H 75 0.98981 0.99110 1.00112 0.99292 0.1251 91.3 4.93 1.68 4.17 10.78 1.35 0.57 0.17 0.74 1.48 0.18 0.38 0.05 12.64 1.58

44年目 H 76 0.98971 0.99102 1.00112 0.99287 0.1203 91.3 4.88 1.67 4.17 10.72 1.29 0.56 0.17 0.74 1.47 0.18 0.38 0.05 12.57 1.51

45年目 H 77 0.98960 0.99094 1.00112 0.99282 0.1157 91.3 4.83 1.65 4.18 10.66 1.23 0.56 0.17 0.74 1.47 0.17 0.37 0.04 12.50 1.45

46年目 H 78 0.98949 0.99086 1.00112 0.99277 0.1112 91.3 4.78 1.64 4.18 10.60 1.18 0.55 0.17 0.74 1.46 0.16 0.37 0.04 12.43 1.38

47年目 H 79 0.98938 0.99077 1.00112 0.99271 0.1069 91.3 4.73 1.62 4.19 10.53 1.13 0.54 0.16 0.74 1.45 0.16 0.37 0.04 12.36 1.32

48年目 H 80 0.98926 0.99069 1.00112 0.99266 0.1028 91.3 4.68 1.60 4.19 10.47 1.08 0.54 0.16 0.74 1.45 0.15 0.37 0.04 12.29 1.26
49年目 H 81 0.98915 0.99060 1.00112 0.99261 0.0989 91.3 4.63 1.59 4.20 10.41 1.03 0.53 0.16 0.75 1.44 0.14 0.36 0.04 12.21 1.21

合　計 291.76 97.89 201.31 590.95 184.11 33.56 9.96 35.78 79.29 24.48 21.33 6.71 691.58 215.30

年度
（基準年）

H22



様式－５

便益の現在価値算定表 箇所名：安芸津バイパス（残事業）

GDP 合　　　計
総走行台ｷﾛの年次別伸び率 割戻率 ﾃﾞﾌﾚｰﾀ 走行時間短縮便益(億円) 走行経費減少便益(億円)  事故減少便益(億円) (億円)

(山陽ﾌﾞﾛｯｸ) 現在価値 現在価値 現在価値 便益合計 現在価値
年次 乗用車類 小型貨物 普通貨物 全  車 (A) 91.3 乗用車類 小型貨物 普通貨物 ①　計 ①×(A) 乗用車類 小型貨物 普通貨物 ②　計 (A)×② ③ ③×(A) (①～③) 割引率4%

供用開始年次 H 32 0.99617 0.99466 1.01224 0.99867 0.6756 91.3 4.90 1.67 1.70 8.27 5.59 0.64 0.19 0.27 1.10 0.74 0.32 0.22 9.69 6.54
1年目 H 33 0.99714 0.99416 1.01580 0.99988 0.6496 91.3 4.89 1.66 1.73 8.27 5.37 0.64 0.19 0.27 1.10 0.71 0.32 0.21 9.69 6.29

2年目 H 34 0.99713 0.99413 1.01556 0.99988 0.6246 91.3 4.87 1.65 1.75 8.28 5.17 0.64 0.19 0.27 1.10 0.69 0.32 0.20 9.69 6.06

3年目 H 35 0.99713 0.99409 1.01532 0.99988 0.6006 91.3 4.86 1.64 1.78 8.28 4.97 0.63 0.19 0.28 1.10 0.66 0.32 0.19 9.70 5.83

4年目 H 36 0.99712 0.99406 1.01509 0.99988 0.5775 91.3 4.84 1.63 1.81 8.28 4.78 0.63 0.18 0.28 1.10 0.64 0.32 0.19 9.70 5.60

5年目 H 37 0.99711 0.99402 1.01486 0.99988 0.5553 91.3 4.83 1.62 1.83 8.28 4.60 0.63 0.18 0.29 1.10 0.61 0.32 0.18 9.71 5.39

6年目 H 38 0.99710 0.99398 1.01465 0.99988 0.5339 91.3 4.82 1.61 1.86 8.29 4.42 0.63 0.18 0.29 1.10 0.59 0.32 0.17 9.71 5.19

7年目 H 39 0.99709 0.99395 1.01444 0.99988 0.5134 91.3 4.80 1.60 1.89 8.29 4.26 0.63 0.18 0.30 1.10 0.57 0.32 0.17 9.72 4.99

8年目 H 40 0.99708 0.99391 1.01423 0.99988 0.4936 91.3 4.79 1.59 1.92 8.29 4.09 0.63 0.18 0.30 1.11 0.55 0.32 0.16 9.72 4.80

9年目 H 41 0.99708 0.99387 1.01403 0.99988 0.4746 91.3 4.77 1.58 1.94 8.30 3.94 0.62 0.18 0.30 1.11 0.53 0.32 0.15 9.73 4.62

10年目 H 42 0.99707 0.99384 1.01384 0.99988 0.4564 91.3 4.76 1.57 1.97 8.30 3.79 0.62 0.18 0.31 1.11 0.51 0.32 0.15 9.73 4.44

11年目 H 43 0.99232 0.99307 1.00117 0.99423 0.4388 91.3 4.72 1.56 1.97 8.26 3.62 0.62 0.18 0.31 1.10 0.48 0.32 0.14 9.68 4.25

12年目 H 44 0.99226 0.99302 1.00116 0.99419 0.4220 91.3 4.69 1.55 1.97 8.21 3.46 0.61 0.18 0.31 1.10 0.46 0.32 0.13 9.62 4.06

13年目 H 45 0.99220 0.99298 1.00116 0.99416 0.4057 91.3 4.65 1.54 1.98 8.16 3.31 0.61 0.17 0.31 1.09 0.44 0.32 0.13 9.57 3.88

14年目 H 46 0.99214 0.99293 1.00116 0.99413 0.3901 91.3 4.61 1.53 1.98 8.12 3.17 0.60 0.17 0.31 1.09 0.42 0.31 0.12 9.52 3.71

15年目 H 47 0.99207 0.99288 1.00116 0.99409 0.3751 91.3 4.58 1.52 1.98 8.07 3.03 0.60 0.17 0.31 1.08 0.40 0.31 0.12 9.47 3.55

16年目 H 48 0.99201 0.99282 1.00116 0.99406 0.3607 91.3 4.54 1.51 1.98 8.03 2.90 0.59 0.17 0.31 1.07 0.39 0.31 0.11 9.41 3.40

17年目 H 49 0.99195 0.99277 1.00116 0.99402 0.3468 91.3 4.50 1.49 1.99 7.98 2.77 0.59 0.17 0.31 1.07 0.37 0.31 0.11 9.36 3.25

18年目 H 50 0.99188 0.99272 1.00116 0.99398 0.3335 91.3 4.47 1.48 1.99 7.94 2.65 0.58 0.17 0.31 1.06 0.35 0.31 0.10 9.31 3.10

19年目 H 51 0.99181 0.99267 1.00115 0.99395 0.3207 91.3 4.43 1.47 1.99 7.89 2.53 0.58 0.17 0.31 1.06 0.34 0.31 0.10 9.26 2.97

20年目 H 52 0.99175 0.99261 1.00115 0.99391 0.3083 91.3 4.39 1.46 1.99 7.85 2.42 0.57 0.17 0.31 1.05 0.32 0.30 0.09 9.20 2.84

21年目 H 53 0.99168 0.99256 1.00115 0.99387 0.2965 91.3 4.36 1.45 1.99 7.80 2.31 0.57 0.16 0.31 1.05 0.31 0.30 0.09 9.15 2.71

22年目 H 54 0.99161 0.99250 1.00115 0.99384 0.2851 91.3 4.32 1.44 2.00 7.76 2.21 0.56 0.16 0.31 1.04 0.30 0.30 0.09 9.10 2.59

23年目 H 55 0.99154 0.99245 1.00115 0.99380 0.2741 91.3 4.28 1.43 2.00 7.71 2.11 0.56 0.16 0.31 1.03 0.28 0.30 0.08 9.05 2.48

24年目 H 56 0.99146 0.99239 1.00115 0.99376 0.2636 91.3 4.25 1.42 2.00 7.67 2.02 0.55 0.16 0.31 1.03 0.27 0.30 0.08 8.99 2.37

25年目 H 57 0.99139 0.99233 1.00115 0.99372 0.2534 91.3 4.21 1.41 2.00 7.62 1.93 0.55 0.16 0.31 1.02 0.26 0.29 0.07 8.94 2.27

26年目 H 58 0.99132 0.99227 1.00115 0.99368 0.2437 91.3 4.18 1.40 2.01 7.58 1.85 0.55 0.16 0.31 1.02 0.25 0.29 0.07 8.89 2.17

27年目 H 59 0.99124 0.99221 1.00114 0.99364 0.2343 91.3 4.14 1.39 2.01 7.53 1.76 0.54 0.16 0.31 1.01 0.24 0.29 0.07 8.83 2.07

28年目 H 60 0.99116 0.99215 1.00114 0.99360 0.2253 91.3 4.10 1.38 2.01 7.49 1.69 0.54 0.16 0.31 1.01 0.23 0.29 0.06 8.78 1.98

29年目 H 61 0.99108 0.99209 1.00114 0.99356 0.2166 91.3 4.07 1.36 2.01 7.44 1.61 0.53 0.15 0.31 1.00 0.22 0.29 0.06 8.73 1.89

30年目 H 62 0.99100 0.99202 1.00114 0.99352 0.2083 91.3 4.03 1.35 2.01 7.40 1.54 0.53 0.15 0.32 0.99 0.21 0.28 0.06 8.68 1.81

31年目 H 63 0.99092 0.99196 1.00114 0.99348 0.2003 91.3 3.99 1.34 2.02 7.35 1.47 0.52 0.15 0.32 0.99 0.20 0.28 0.06 8.62 1.73

32年目 H 64 0.99084 0.99190 1.00114 0.99343 0.1926 91.3 3.96 1.33 2.02 7.31 1.41 0.52 0.15 0.32 0.98 0.19 0.28 0.05 8.57 1.65

33年目 H 65 0.99075 0.99183 1.00114 0.99339 0.1852 91.3 3.92 1.32 2.02 7.26 1.34 0.51 0.15 0.32 0.98 0.18 0.28 0.05 8.52 1.58

34年目 H 66 0.99067 0.99176 1.00113 0.99334 0.1780 91.3 3.88 1.31 2.02 7.22 1.28 0.51 0.15 0.32 0.97 0.17 0.28 0.05 8.47 1.51

35年目 H 67 0.99058 0.99169 1.00113 0.99330 0.1712 91.3 3.85 1.30 2.03 7.17 1.23 0.50 0.15 0.32 0.97 0.17 0.28 0.05 8.41 1.44

36年目 H 68 0.99049 0.99162 1.00113 0.99325 0.1646 91.3 3.81 1.29 2.03 7.13 1.17 0.50 0.15 0.32 0.96 0.16 0.27 0.05 8.36 1.38

37年目 H 69 0.99040 0.99155 1.00113 0.99321 0.1583 91.3 3.77 1.28 2.03 7.08 1.12 0.49 0.14 0.32 0.96 0.15 0.27 0.04 8.31 1.31

38年目 H 70 0.99031 0.99148 1.00113 0.99316 0.1522 91.3 3.74 1.27 2.03 7.04 1.07 0.49 0.14 0.32 0.95 0.14 0.27 0.04 8.26 1.26

39年目 H 71 0.99021 0.99141 1.00113 0.99312 0.1463 91.3 3.70 1.26 2.04 6.99 1.02 0.48 0.14 0.32 0.94 0.14 0.27 0.04 8.20 1.20

40年目 H 72 0.99011 0.99133 1.00113 0.99307 0.1407 91.3 3.66 1.24 2.04 6.95 0.98 0.48 0.14 0.32 0.94 0.13 0.27 0.04 8.15 1.15

41年目 H 73 0.99002 0.99126 1.00113 0.99302 0.1353 91.3 3.63 1.23 2.04 6.90 0.93 0.47 0.14 0.32 0.93 0.13 0.26 0.04 8.10 1.10

42年目 H 74 0.98991 0.99118 1.00112 0.99297 0.1301 91.3 3.59 1.22 2.04 6.86 0.89 0.47 0.14 0.32 0.93 0.12 0.26 0.03 8.04 1.05

43年目 H 75 0.98981 0.99110 1.00112 0.99292 0.1251 91.3 3.55 1.21 2.04 6.81 0.85 0.46 0.14 0.32 0.92 0.12 0.26 0.03 7.99 1.00

44年目 H 76 0.98971 0.99102 1.00112 0.99287 0.1203 91.3 3.52 1.20 2.05 6.76 0.81 0.46 0.14 0.32 0.92 0.11 0.26 0.03 7.94 0.95

45年目 H 77 0.98960 0.99094 1.00112 0.99282 0.1157 91.3 3.48 1.19 2.05 6.72 0.78 0.45 0.13 0.32 0.91 0.11 0.26 0.03 7.89 0.91

46年目 H 78 0.98949 0.99086 1.00112 0.99277 0.1112 91.3 3.44 1.18 2.05 6.67 0.74 0.45 0.13 0.32 0.90 0.10 0.25 0.03 7.83 0.87

47年目 H 79 0.98938 0.99077 1.00112 0.99271 0.1069 91.3 3.41 1.17 2.05 6.63 0.71 0.44 0.13 0.32 0.90 0.10 0.25 0.03 7.78 0.83

48年目 H 80 0.98926 0.99069 1.00112 0.99266 0.1028 91.3 3.37 1.16 2.06 6.58 0.68 0.44 0.13 0.32 0.89 0.09 0.25 0.03 7.73 0.79
49年目 H 81 0.98915 0.99060 1.00112 0.99261 0.0989 91.3 3.33 1.15 2.06 6.54 0.65 0.44 0.13 0.32 0.89 0.09 0.25 0.02 7.68 0.76

合　計 210.25 70.60 98.76 379.62 119.03 27.46 8.00 15.45 50.91 15.91 14.64 4.60 445.17 139.55

年度
（基準年）

H22



（事業全体）
車線数 延長

２／２ 6.1km

■事業費内訳

区分 費目 工種 単位 数量
金額

(百万円)
備考

①工事費 式 1 10,064

改良費 式 1 3,019

土工 m3 817,200 2,020 切土、盛土、捨土

軟弱地盤改良工 m3 － －

法面工 m2 97,700 141 切土法面、盛土法面

擁壁工 式 1 240 補強土壁、重力式擁壁、ブロック積擁壁、扶壁式擁壁

函渠工 式 1 618 管渠工、函渠工、水路工、等

橋梁費 式 1 1,292

100m以上 m 118 563 ME橋(1橋)

100m未満 m 88 729 PC橋(4橋)

トンネル費 式 1 4,989

NATM m 1,564 4,989 ４本

シールド m － －

IC・JCT費 式 － －

IC 箇所 － －

JCT 箇所 － －

舗装費 式 1 449

車道舗装 ㎡ 53,960 389

歩道舗装 ㎡ 16,455 60

附帯施設費 式 1 316

交通管理施設工 式 1 316 標識工、防護柵工、道路照明工、中央分離帯工、等

遮音壁 m － －

②用地及び補償費 式 1 5,780

用地費 式 1 2,597

宅地 ㎡ 28,334 1,581

田畑 ㎡ 109,955 948

山林・原野 ㎡ 53,636 68

補償費 式 1 3,183

③間接経費 式 1 2,655 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費

全体事業費 18,500

【単価等について】
○工事費算出にあたっては、土木工事標準歩掛及び近接事業箇所の実績単価を使用する
○用地補償費算出にあたっては、近接事業箇所の直近実績単価を使用

路線名 箇所名

一般国道１８５号 安芸津バイパス



（残事業）
車線数 延長

２／２ 6.1km

■事業費内訳

区分 費目 工種 単位 数量
金額

(百万円)
備考

①工事費 式 1 7,325

改良費 式 1 2,592

土工 m3 652,200 1,755 切土、盛土、捨土

軟弱地盤改良工 m3 － －

法面工 m2 71,700 122 切土法面、盛土法面

擁壁工 式 1 199 補強土壁、重力式擁壁、ブロック積擁壁、扶壁式擁壁

函渠工 式 1 516 管渠工、函渠工、水路工、等

橋梁費 式 1 788

100m以上 m 118 563 ME橋(1橋)

100m未満 m 33 226 PC橋(2橋)

トンネル費 式 1 3,372

NATM m 265 3,372 ３本

シールド m － －

IC・JCT費 式 － －

IC 箇所 － －

JCT 箇所 － －

舗装費 式 1 316

車道舗装 ㎡ 37,099 274

歩道舗装 ㎡ 11,548 42

附帯施設費 式 1 256

交通管理施設工 式 1 256 標識工、防護柵工、道路照明工、中央分離帯工、等

遮音壁 m － －

②用地及び補償費 式 1 3,940

用地費 式 1 1,576

宅地 ㎡ 14,834 992

田畑 ㎡ 61,955 532

山林・原野 ㎡ 40,636 51

補償費 式 1 2,364

③間接経費 式 1 1,511 地質調査、測量、設計にかかる費用及び予備費

全体事業費 12,776

【単価等について】
○工事費算出にあたっては、土木工事標準歩掛及び近接事業箇所の実績単価を使用する
○用地補償費算出にあたっては、近接事業箇所の直近実績単価を使用

路線名 箇所名

一般国道１８５号 安芸津バイパス



（事業全体）

車線数 延長

2 6.1km

■維持管理費内訳

単位 数量
金額

（百万円）
備考

　km 6.1 1,525 巡回、清掃、除草等

式 1 4,880 路面補修、構造物の点検・補修等

6,405

路線名 箇所名

一般国道185号 安芸津バイパス

区分

維持費

修繕費

維持管理費合計



（残事業）

車線数 延長

2 4.6km

■維持管理費内訳

単位 数量
金額

（百万円）
備考

　km 4.6 1,150 巡回、清掃、除草等

式 1 3,680 路面補修、構造物の点検・補修等

4,830

区分

維持費

修繕費

維持管理費合計

路線名 箇所名

一般国道185号 安芸津バイパス



一般国道１８５号 安芸津バイパス

〔広島県への意見照会と回答〕





（別紙）

【道路事業】

事業名 「対応方針（原案）」案※ 備考

一般国道２号
広島南道路

継続

一般国道１８３号
鍵掛峠道路

継続

一般国道１８５号
安芸津バイパス

継続

※貴県の意見を踏まえ、「中国地方整備局事業監視委員会」へ諮る
　対応方針（原案）を作成するためのものです。








